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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所の理念をおちあい内の見え

る所に掲示している。年に 1度内部

研修で共有を図るようにしている。事

業所の理念である「ゆっくり、たのし

く、いっしょに」関わるよう心掛けてい

る。地域との関わりについては、東

中田市民祭りへの展示など少しづつ

機会が増えつつある。コロナの動向

に応じて検討していきたい。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の

理解や支援の方法などを共有し、事業所

自体が地域の一員として日常的に交流

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

令和 4年度もコロナの影響で地域

へ出向く機会が少なかったが、昨年

度より再開した運営推進会議で委員

皆様と交流できていることは非常に

大きい。付き合いを深めていき、情

報やご意見をいただき、今後の交流

に繋げたい。 

      

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

昨年度再開した運営推進会議を継

続出来ている。委員の皆様から貴重

なご意見をいただき、サービスに生

かすよう努めていきたい。 
 

      

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人で定期的に発行している広報

誌を郵送している。入居者に関して

の相談なども、随時市や区の担当者

と連絡を取っている。 

      

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険

法指定基準における禁止の対象となる

具体的な行為」を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体拘束をしないケア

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人として委員会を設置したり、おちあ

い内部では身体拘束をしない為の指針

やマニュアルを用意している。内部研修

で身体拘束の内容に触れ、定期的に話

し合いを実施している。玄関の施錠は夜

間帯のみとしているが、職員一人一人が

更なる理解を深めていく必要がある。 

 利用者お一人で外へ行かれることはないのかと

いうコメントに対して、家に帰るという希望が聞かれ

ること、特に夕方の時間帯は認知症高齢者の方々

にとっての特徴としてあり、日常的に外の空気を吸

う機会や、気分転換を図れるよう努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束について、法人での委員会設置やマニュアル

整備もされており、職員理解もきちんとされている。玄関

施錠も夜間のみで職員対応の努力が伺える。          

玄関施錠は外部者はインターフォンで確認できますが、

内から出ていく人が誰にも見られずに黙って出ていくこと

はないのですか？ 
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6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人として委員会を設置している。

おちあいとしては内部研修で学ぶ機

会を設けている。指針の整備や定期

的な虐待防止の話し合いの機会をこ

れからつくっていく必要がある。ケア

の方法を振り返る機会としていきた

い。 

感情的になられる方はいないのかどうかというコメ

ントに対して、認知症状による不安や混乱などか

ら、感情的になられるという例はある。日常的に丁

寧に接することや受容的態度で接することも大切と

考えている。原因を考えて、対応を図るようにして

いる。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・現場を実際見る機会もなく、コロナ禍で本人と会えず、

話を聴くことが難しいので、職員のみなさんを信頼するし

かない。                              

入居者様に暴力的な行動や無理やり何かをして、暴れる

ような人はいないのですか？                 

虐待防止について内部研修で学ぶ機会をもっており、職

員意識も高いと思う。今後も防止に取り組んでほし

い。                                       

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

内部研修で学ぶ機会を設けている。

入居者に権利擁護の制度を利用し

ている方がおり、担当者と定期的に

報告・連絡・相談を行っている。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居契約の際は重要事項説明書・契約

書をもとに十分な説明を行っている。 
      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎年度家族アンケートを実施し、集計・

分析しご意見をいただいているが、アン

ケート結果の公表までは実施できていな

い。結果の十分な反映に努める必要が

ある。ご家族様とは、電話やおちあい来

所時に対話の機会を持ち、関係作りに

努めている。これからも継続してよりよい

関係づくりを行っていきたい。 

 アンケート結果の公表について課題がある為、今

回話の挙がった運営推進会議内での公表や、ホー

ムページの活用など視野に次年度実施していきた

い。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎年家族アンケート実施は行われており、職員の接遇に

反映されていると思う。できればアンケート結果を運営推

進会議で公表をしてほしい。                 

定期的なアンケートや来所時等に話ができるが、他の家

族様との話ができればよいと思う。             

家族様とより良い関係づくりに努力していて良いと思う。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所責任者は年 1回の面談の他、必

要に応じて職員から意見要望を聞いて

いる。 毎月会議を実施しており、業務に

ついての提案や相談を出来る機会をつく

っている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

能力や経験に応じた職員配置や業務毎

の役割分担を実施している。毎月の会

議内で、職員が講師となり 5分程度の研

修を行い、個々の向上心の育成ができ

るよう学び合いながら働けるよう取り組

んでいる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の能力に応じた役割分担ができている。会議内研修

を行うなど向上心の育成もできている。          

やりがいのある職員づくりに頑張ってください。        
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12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所内での研修機会を月に１度設け

ている。 職員個々が、毎年度個人目標

を定めて実行できるよう取り組み、定期

的に評価を行っている。外部研修につい

ては、十分な参加機会を確保できていな

いと認識している。介護現場だけでは学

べない機会になると思うので、検討して

いく必要がある。 

 

 
 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

早期退職者がでないように努力している。          

月に一度職員研修をしており、育成に取り組んでいる。  

外部研修にも積極的に参加して欲しい。            

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みを

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

仙台市や宮城県ＧＨ協議会主催の

研修会などへの参加、交流する機会

を確保していたが、現在はコロナ禍

により積極的には実施できていな

い。 

 

 
 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の意思を尊重しながら、出来る

事は一緒に行ない、役割を持った生

活を意識している。例えば、食器拭

きや洗濯物たたみなど、家事を手伝

ってもらったり、園芸、収穫したもの

をいっしょに食べたり、といったこと

に努めている。いっしょに行うことが

難しい方の場合は、例えば料理イベ

ントの際に味見をしてもらったり、収

穫したキュウリに触れてもらったりと

こちらから働きかけを行うよう努めて

いる。 

 

 
 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族様とは定期的に連絡をした

り、写真付きの便りを送らせていた

だいたり、コロナ禍でも状況に合わ

せて面会機会を設けるなど努めてい

る。 
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Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人がどのような思いでいるか、会

話の内容や言動から推察し、対応で

きるよう努めている。 

例えば、落ち着かない様子の方がい

れば散歩等気分転換を図る機会を

つくったり、買い物の日は食べたい

ものを聞いて買ってきたりと心がけ

ている。無理を強いず、希望に沿い

一日を過ごしていただけるよう努め

ている。 
 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月の会議で入居者様に関する話

し合いを実施。職員間で意見を出し

合いより良いケアを目指している。     

話し合った内容を、介護計画へ反映

できるよう努めている。 

・引き続き、日々の話し合い中でより良い介護計画

の作成に努めてほしい。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎年の会議とは別に、他の家族の方にも意見やアイデア

などがあれば、アンケートなどで提出してもらうのも良い

かもしれない。 チームワークを大事にして個人の介護計

画を作っているのが良い。                  

職員間で話し合った結果、介護計画をきちんと作成して

いる。                                               

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者毎の記録や申し送りノート、ミ

ーティングを活用し、情報の共有に

努めている。そこからケアや介護計

画の見直しに活かしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者の毎日の記録や申送りノートを活用して、介護計

画を立てているのがとてもよい。                

個人の記録や申送りノートにより、職員間で情報共有が

できている。   

19 

一人ひとりを支え

るための事業所の

多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能

化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所が代理として、本人やご家族

様の状況に応じて通院、受診等の支

援を行わせていただいたり、また、

本人の希望に応じてドライブや散歩

支援等柔軟に対応を心掛けている。 

      

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができる

よう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により地域資源を活用する

機会は減っているが、今年度はコロ

ナの動向をみて、ハナトピア岩沼を

利用したり、散歩支援の際に近隣公

園へ立ち寄ったり、神社へお参りに

行ったりと、人混みの少ない場所の

活用に努めている。 

      

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居前からの馴染みの医師の医療

をご希望の場合は、意向に沿えるよ

う対応している。必要に応じて通院

支援やご家族様と共に受診へ付き
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添いを行っている。同法人内にも往

診クリニックがある為、契約の際に

説明させていただき、ご利用の際に

はスムーズな利用に繋がるよう協力

させていただいている。定期的な往

診の他、細かい相談も対応してもら 

っている。  

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行ってい

る。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院中は病院の相談員と定期的に

連絡をとり、本人の状況について確

認を行っている。退院後の生活が安

全で安心ができるよう、入院時の様

子を確認し、職員と情報共有して退

院後円滑に受け入れできるようにし

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

急にけがをした時などの対応は、近くの病院や往診クリ

ニックの先生などと連携し、迅速に対応をいただいてい

る。家族にも、軽度のけがなど早々に連絡をくださる。 

入退院に関して、職員が病院と頻回に連絡を取りながら

利用者の状態を把握する等連携が図られている。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明

しながら方針を共有し、地域の関係者と共

にチームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化や看取りの指針を定めてお

り、入居契約の際に説明を行ってい

る。看取りの対応に関しては、期が

きた際に家族・医師と十分な話し合

いのもと連携を取って実施している。

看取り介護についての研修を会議

内で実施し、理解を深めた。コロナ

禍においても、看取りの方について

は面会制限を緩和して、感染予防の

もと行うなど配慮した。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・看取りについては、その時期が来たら、施設と相談した

いので話し合いの時間を作ってほしい。 重度化や終末

期の看取り指針を定めており、入居時に十分な説明を家

族に納得してもらっているのが良い。            

重度化した場合や終末期の在り方については、指針に整

備しており、本人家族に対しても説明がされている。   

医師とも連携が図れており、チームで支援に取り組んで

いる。 
 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ以前は消防署職員により救命

講習を定期的に受講していた。ま

た、緊急時対応に関する内部研修も

定期的に開催し学ぶ機会を設けて

いるが、座学が中心の為、より実践

力が身に付けられるよう内容を考え

実施していきたい。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を

問わず利用者が避難できる方法を全職員

が身につけるとともに、地域との協力体制

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

災害時の職員召集フローチャートが

あり、基準に基づいた対応を行って

いる。火災想定時の訓練は消防設

備点検の際に定期的に実施してい

る。風水害時の避難訓練については

課題があり、より実践的な訓練を考

え実施していく必要がある。 

交友会町内会会長より、垂直避難については、地

域的な課題もあるということ。水害の時には、防災

協力員の方々や職員も駆けつけるのは難しいので

はないか。駆けつけられない状況もある。自分たち

で避難できるような訓練が必要ではないか。警戒

レベルによって早めの対応が求められる。そういっ

た避難訓練を実施していく必要がある。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・他の利用者家族にも周知しておく必要があると思うの

で、火災、地震、水害など避難場所や、緊急連絡先など

定期的に郵便物などで知らせておく必要があると思

う。                                 ・

災害時の職員招集フローチャートがあり、基準に基づい

た対応が行えている。火災訓練もきちんとできている。 

おちあいは水害危険地域なので水害時の避難訓練は是
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地域の防災協力員皆様には建物内

や入居者の状況を訓練時に確認し

てもらっていたが現在は行えておら

ず、地域連携については課題があ

る。 

非実施してほしい。十分な訓練等が行えていなく、職員

の災害時の招集対応は出来ていると思うが、地域の防

災協力員との連携など課題がみられると思う。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援         

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所会議内で接遇の研修を行

い、言葉掛けや立ち振る舞いを振り

返る機会を設けている。親しみや慣

れからくる言葉や対応に対して、皆

で気を付けていく必要がある。相手

の立場に立ち、常に振り返りながら

対応を行っていきたい。 
 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

相手に対する言葉がけに気を付けて、対応していること

が良い。                 

来所した際など、職員の方が言葉がけしたり、付き添い

などをしている姿を見ているので、十分できていると思

う。                                   

事業所内で接遇研修を行うなど、一人一人の人格を尊重

し対応している状況がうかがえる。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりの日常生活における

希望や意向、暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように過ごしたいか、希

望にそって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

会話や様子等から希望を推察し、散

歩を行ったり、昔からの習慣に配慮

したりと努めている。その方のペー

スに合わせて、ゆっくりと対応できる

よう心掛けている。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者様の嗜好を考慮し、季節に沿

った食材を取り入れたり、行事食を

提供している。 

手作りおやつや行事の際には、一工

程を入居者様と一緒に行う機会をつ

くっている。                   

日々の食事の中でも、入居者様と一

緒に行えることを考えて、実施してい

きたい。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事を楽しく食べる工夫がみられて良い。           

時々施設での様子の写真が送られてくるが、行事の際の

食事も工夫がなされているし、日々の食事もとても美味し

そうなので、努力が伺える。                 

季節に合った食事や行事食を提供する等、利用者様が

楽しみになる食事を心掛けている。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとりの

状態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事量や水分量の把握を一覧表で

管理している。飲料については、希

望に添えるようお茶（煎茶・ほうじ茶・

緑茶）ココア・紅茶・牛乳・ジュースな

ど、数種用意し、好みのものを選択

できるよう提供している。 また個々

の状態に応じて食べやすく安全な形

状で食事や水分を提供している。 
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30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の

力に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自分で歯磨きが出来る方には声掛

けやセッティングを行い、介助が必

要な方については職員が行ってい

る。  口腔内に問題が生じた場合

には、近隣の歯科医に診てもらって

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

口腔ケアがしっかりと行えている。                

一人一人の口腔状態を把握した口腔ケアが行われてい

る。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事に、糸寒天やヨーグルト、オリゴ

糖等便秘改善の食材を取り入れた

り、水分量の把握や促し、歩行や体

操等の運動を行っている。本人の排

泄パターンを把握する為に記録や申

し送りを行い、時間帯や本人のサイ

ンを確認しながら声掛け誘導を行っ

ている。夜間は睡眠状態を確認しな

がら、排泄の支援を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自分の力で排泄できることは症状を遅らせると聞いたこ

とがあるので、良い事だと思います。              

便秘改善の食材を取り入れたり、運動を促すなど便秘予

防や排泄の自立に向けた支援ができている。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個々の希望や快く入浴できる時間帯

に合わせて、日中だけでなく、夜間

浴も実施している。浴槽につかって

暖まる時間も個々に合わせて対応し

ている。入浴剤をはじめ、季節に応

じ菖蒲湯やゆず湯を提供するなど楽

しめる工夫をしている。 
 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日中の活動機会の提供等、メリハリ

のある生活を心がけ、夜間の安眠に

繋がるよう心掛けている。入居者様

に合わせて、日中も部屋で休むなど

休息を取って頂いている。掛け物の

調整や室温管理、寝る前の飲料の

提供等、気持ちよく眠れるよう努め

ている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に

努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個々の服薬内容が分かるよう薬剤

情報をファイルに整理し閲覧できる

ようにしている。薬の内容を変更した

時には、申し送りノートを活用して情

報を共有したり、具合に変化があれ

ばかかりつけ医に報告、相談してい

る。介護職が本人の体調を観察しな

がら、服用いただいている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員が一人一人の薬剤情報をきちんと把握できており、

体調を確認しながら服薬支援をしている。           

個々の薬剤情報が閲覧でき、職員がわかるようになって

いるのが良い。 
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35 
役割、楽しみごと

の支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

洗濯物干しや洗濯物たたみ、食器拭

きなどの家事を中心に、個々が得意

なものを把握して役割を担っていた

だき、感謝の言葉を伝えている。ま

た、塗り絵、歌、パズルなど楽しめる

ようなグッズも用意したり、地域への

散歩やドライブ支援を実施している。

コロナが終息を迎えれば、更に支援

の幅が広がると考えている。 

      

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

感染予防の兼ね合いから積極的に

外出機会は作れていないが、散歩

やドライブを中心に、今年度はコロ

ナが下火になった頃、ハナトピア岩

沼への外出を行うことが出来た。コ

ロナが終息を迎えれば、更に支援の

幅が広がると考えている。より外出

支援を充実させたい。 

      

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

紛失などのリスクを避ける為、日

常的に使うお金は、おちあいの金

庫へ一定金額までお預かりし、個

人別に預かり台帳で管理してい

る。現在は、欲しいものをお伺いし

て職員が代行して購入や支払いを

行っており、一緒に買い物に行く機

会を設けられていないという現状

がある。コロナが終息を迎えれば、

今後更に支援の幅が広がると考え

ている。  

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支援

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

電話は入居者様から訴えがあった

際や、ご家族様から希望があった

際に、職員が取り次ぎし支援して

いる。今年度は、年賀状をいっしょ

に発送する取り組みを行った。記

入できる方についてはコメントをい

ただいたりと、工夫をした。  
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39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように

配慮し、生活感や季節感を採り入れて、

一人ひとりが居心地よく過ごせるような

工夫をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

バリアフリー構造となっている。ま

た、トイレの表示を行うことで迷わ

ずに行けるよう工夫している。          

音や光に敏感な為、テレビ音量や

カーテンによる採光の調整を心掛

けている。花や季節装飾を取り入

れるよう工夫している。                

入居者様同士の相性等により、席

配置やテレビの見えやすい位置等

配慮している。 また、事務所前や

和室にソファや椅子を用意し、一

人でも過ごせる場所を用意してい

る。  

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

よく工夫された居住空間をつくって、居心地の良い住居を

作っているのが良い。                      

トイレの表示や室内に花や季節装飾を取り入れるなど、

利用者が居心地よく安心して過ごせる工夫がされてい

る。                                   

リビングやトイレなどきれいに清掃されて、整理整頓され

ている。利用者の方が好きな音楽も流れていて居心地が

良いと思う。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）        

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご希望に合わせて、また、日々の様

子等から推察し、散歩支援やドライ

ブ支援を可能な範囲で行ったり、在

宅生活時からの習慣がある方には

継続できるよう努めている。（例え

ば、飲酒の習慣がある方への低ア

ルコール飲料の提供、清掃の仕事を

していた方といっしょに床掃除をする

など）                    

家に帰りたいという思いがある方も

いる。おちあいが、家と同じように安

心できる空間になるよう、なじみの家

具や家電、写真や物を配置できるよ

う努めている。 

 
 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居前に聞き取りを行っているが、

更なる情報収集に課題があると考え

ている。昔の習慣を生かして、役割

活動へ繋げられている事例もある。

（洗濯や掃除が得意だった方への洗

濯物干しや掃除の依頼など）。昔や

っていたことや習慣が、必ずしも今

やりたいことではないこともあり、対

応時には配慮するようにしている。 
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42 

本人は、自分の健康面・医療面・安

全面・環境面について、日々の状況

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

健康・医療面に関しては、毎日の検

温・血圧の測定や体調観察、服薬管

理、主治医への報告連絡相談など

対応を図っている。安全面、環境面

については、日々のミーティングや

会議内で職員と話し、危険を少なく

できるよう努めている。今年度は骨

折の介護事故も発生した。より環境

面安全面については話し合いを充

実させていく必要がある。 
 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

各個人に職員が目が届き、気配りをしているのが良い。  

日々の食事、薬、体調管理など注意しながら、ケアを下さ

っているので安心して入所できる。               

健康面や医療面に関してはきちんと体調観察、服薬管

理、主治医との連携が図れており、安心して支援を受け

ることができている。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまで

の暮らしの習慣にあった生活ができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居前に聞き取りを行っているが、

入居後もこれまでの暮らしや習慣を

大切にできるよう情報収集に努めて

いく必要がある。飲酒の習慣がある

方への低アルコール飲料の提供

や、在宅生活時に使用していたなじ

みの家具やテレビをお部屋へ配置

し、ゆっくりできる環境をつくれるよう

努めている。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居前に使用していた家具家電や

仏壇、写真などを、入居時に置いて

いただけるよう努めている。         

物が多くあることにより混乱を招く方

もおり、その場合にはあえて居室に

置くものを少なくして、必要時にお渡

しできるよう対応している方もおり、

本人の状態により配慮している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

極力、なじみのものや大切にしているものを、自室に置け

るよう努めている。                        

コロナ禍で自室を見る機会がなくなったので、コロナ前は

好きなポスターなどを貼って楽しんでいた。          

自室が以前に暮らしていた時と変わらないように配慮し

た気遣いで、安心して暮らせるのが良い。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外出希望のある方、また、自ら訴え

ることが困難な方に対しては外出の

頻度から判断して、可能な限りで散

歩やドライブ支援に努めている。 

年に 2回程行事として個別外出の

企画を行い、職員配置のもと複数名

で外出する機会を提供している。今
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年度は 1度、ハナトピア岩沼への外

出を行うことができた。 

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食器拭きや洗濯物、パズルやＤＶ

Ｄ、歌、体操、行事など、本人のいま

の状況に合わせて、無理なく役割活

動や楽しみの提供を行っている。で

きることや得意なことを依頼できるよ

う努めている。日によりできないこと

もあるので、無理をすることなくいっ

しょに行ったり、できないときは日を

改めたりと気持ちの面へ配慮するよ

うにしている。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者様同士の相性により、席配置

を都度検討し、円滑なコミュニケーシ

ョンが図れるよう努めている。また、

得意な家事の依頼を行い、感謝の

気持ちを伝えさせていただいたりと、

やりがいに繋がるよう心掛けてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人は職員にとても感謝している。来所した際に、しきり

に「とても良くして下さる」と言っていた。            

入居者同士の円滑なコミュニケーションがとれるよう、努

めている。家事を依頼しやりがいをもっていただけるよう

な関わりをもっている。                       

写真などを見ると、集合場所で和やかにしている姿が伺

えて良い。    

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により現在は地域交流や地

域行事への参加は自粛している。終

息後には積極的に地域へ出向く機

会を提供していきたい。 

     

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者様が安心して生活をいただけ

うるように、職員一同これからも努力

していきたいと思います。 

運営推進会議での交流だけでなく、

入居者様も地域との交流、地域参加

を図れるようになっていくことを願い

ながら、よりよいグループホームつく

りに努めていきたいと思います。 
 

 ・コメント頂いた通り、今年度地域交流がなかな

か図れない状況が続いていたが、いちはやく地域

との交流、ご家族との交流が図れるよう願ってい

る。交流など支援の幅が広がれば、良い影響が生

まれると思う。今回の評価を次年度に生かさせて

いただき、サービス向上に努めたい。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人も含め、家族も安心して生活できている。職員の

方々の努力に感謝です。                     

おちあいの入居者様は皆さん安心して生活されている姿

がうかがえます。これからもよりよいグループホームを目

指して、頑張っていただきたいと思います。          

コロナ禍で地域との交流会がなかなかできていなかった

けど、またできるようになることを楽しみにしています。 

 


